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教職員辞令交付式
国道3号植木バイパス建設促進期成会　監査
広報広聴委員会
全員協議会
議会運営委員会
熊本市議会議長会（荒尾市）
広報広聴委員会
百歳到達者表敬訪問
温泉祭御幸式
灯籠制作開始祭
九州市議会議長会（熊本市）
西南の役山鹿口戦没者慰霊祭

広報広聴委員会
国連事務次長中満泉氏講演会
全国自治体病院協議会総会（東京）
全員協議会
広報広聴委員会
全国温泉所在都市議会総会（東京）
熊本県市議会議長会（東京）
第100回全国市議会議長会定期総会（東京）
行政視察受入れ（北海道登別市議会）
主権者教育（めのだけ小学校）
百歳到達者表敬訪問
国道3号植木バイパス建設促進期成会総会
議会運営委員会

山鹿市消防操法大会
6月定例会開会・全員協議会
広報広聴委員会
質疑・一般質問
質疑・一般質問・委員会付託
予算決算委員会
建設経済委員会
市民福祉委員会
総務文教委員会
予算決算委員会
広報広聴委員会
百歳到達者表敬訪問
議会運営委員会

４
月

５
月

６
月

議会の主な動き

令和６年度　行政視察受入れ状況

ようこそ山鹿市へ

議員間討議を開催！！

5/23(木)
北海道
登別
市議会

『やまがメイトの取組に

ついて』

7/17(水)
大分県
竹田
市議会

『歴史的まちなみ
　 整備事業について』

視察日 視察団体 視察内容

今
年
の
7
月
は
、全
国
的
に
太
平
洋
高
気
圧
が
勢
力
を
強

め
、気
温
が
平
年
を
大
幅
に
上
回
り
ま
し
た
。特
に
上
空
に
ま
で
高

気
圧
が
張
り
出
し
た
こ
と
で
、日
本
全
体
が
暖
か
い
空
気
に
覆
わ

れ
、危
険
な
暑
さ
が
続
い
た
結
果
、1
8
9
8
年
の
統
計
開
始
以

来
、こ
の
1
2
6
年
間
で
最
も
暑
い
7
月
と
な
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
界
の
話
題
で
は
、52
年
ぶ
り
の
本
市
出
身
の
オ
リ
ン
ピ
ア

ン
で
あ
る
荒
木
遼
太
郎
選
手
が
、予
選
リ
ー
グ
か
ら
惜
し
く
も
敗

れ
た
準
々
決
勝
ま
で
全
試
合
に
出
場
し
、市
民
に
大
き
な
感
動
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。荒
木
選
手
の
今
後
の
更
な
る
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

市
議
会
で
は
、新
た
な
取
り
組
み
と
し
て「
議
員
間
討
議
」が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。（
本
紙
表
紙
写
真
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）こ
の
議
員

間
討
議
で
は
、議
員
全
員
が
市
政
の
諸
課
題
に
つい
て
深
く
議
論

し
、執
行
部
に
対
し
て
よ
り
良
い
政
策
を
提
案
し
て
い
く
予
定
で

す
。市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
期
待
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

予
報
に
よ
り
ま
す
と
、9
月

も
厳
し
い
残
暑
が
続
く
見
込
み

で
す
。皆
様
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自

愛
く
だ
さ
い
。
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1日（月）
2日（火）

 
3日（水）

 
10日（水）
15日（月）
18日（木）
21日（日）
23日（火）
25日（木）
28日（日）

1日（水）
13日（月）
14日（火）
16日（木）
 
21日（火）
 
22日（水）
23日（木）
24日（金）
30日（木）
 
31日（金）

2日（日）
7日（金）

 
14日（金）
17日（月）
18日（火）
20日（木）
21日（金）
24日（月）
26日（水）
 
27日（木）
28日（金）

「第100回全国市議会議長会定期総会」におい
て、市議会議員として長きにわたり地方自治の
発展と振興に貢献された功績により、特別表彰
を受賞されました。

全国市議会議長会表彰受賞

【表彰規定】 
25年以上市議会議員の
職にある者

永田　紘二 氏　

市が抱える課題などを議題として自由に

意見を交わす「議員間討議」を開き、3つの

項目について全議員で討議を行いました。

《もくじ 》
政務活動費報告
議会報告会のご案内
予算決算委員会
各委員会レポート
質疑・一般質問
賛否表・討論
主権者教育
議会の主な動き他
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・・・・・・・・・・・ ３
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関口　和良

永田　壮拡

深牧　大助

原　芳 郎

隈部　賢治

高橋　龍一

豊田新二郎

山下　誠治

古川　和博

金光　一誠

松見　真一

小川　榮二

芋生よしや

勢田　昭一

有働　辰喜

服部　香代

冨丸洋一郎

北原　昭三

永田　紘二
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0 
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0 
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0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0

0  合　 　計

構  成  比

4,560,000 

－ 0.0% 0.0% 0.0%

52,999 

1.1%

1,377,440 

28.1% 

297,842 

6.1% 

4,898,384 

－ 

438,109 

－ 

4,121,891 

氏　　名 交 付 額

使　　　　　途　　　　　基　　　　　準　（ 項    　目 ）

調 査 研
究 費

要望・陳情
活動費

資 　 料
作 成 費研 修 費 広 報 費 広聴費 会議費 人件費資料購入費 事務所費

合 計 返 還 額 公費
使 用 額

令和5年度「政務活動費」の概要を報告します
山鹿市議会の政務活動費は「山鹿市議会政務活動費の交付に関する条例」に基づき、

議員一人に対し月額２万円（年額24万円）が、毎年度４月に当該年度分として交付され、

住民福祉の増進を図るために必要な議員活動にかかる経費に使うことができます。

収支報告は、翌年度の５月末までに領収書その他支出を証する書面を所定の収支報

告書に添えて議長へ提出しなければなりません。交付総額から残金がある場合は市へ

返還することとなります。（収支報告書の保存は５年間）

令和５年度　政務活動費　議員別収支報告

執行率 90.39%
完全執行      15名

詳細につきましては山鹿市議会ホームページに掲載しております。

市議会にあなたの声をお聞かせください

●日　時   令和６年 10 月11日（金曜日） 19時～20時30分
        
●場　所   山鹿市役所（５階）　501会議室
        
●対象者   全市民
        
●内　容   常任委員会行政視察研修の報告

山鹿市議会の活動報告とともに市民の皆さんとの懇談会を実施します。
多くの皆さんのご参加をお待ちしております。    

お問い合わせ先　山鹿市議会事務局　☎0968-43-1634

議会報告会の開催について
令和6年

度 事前申し込み不要

主催：山鹿市議会

市民福祉委員会
テーマ

・健幸アップ事業（むつ市）
・ユニバーサルタウン
　  三沢推進事業（三沢市）

総務文教委員会
テーマ

・北部学校給食施設整備事業
 　　　　　　　　（安城市）
・部活動地域移行の取組
 　　　　　　　　 （江南市）

建設経済委員会
テーマ

・企業誘致 『大札新パートナーズ』 （札幌市）
・道の駅 『あいろーど厚田』 （石狩市）
・観光振興への取組（小樽市）

議
席
番
号

※当日は市議会だより掲載用の写真を撮らせていただきます。

2 2024.９32024.９
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予
算
決
算
委
員
会

建
設
経
済
分
科
会

農
産
物
生
産
振
興
事
業
に
つ
い
て

　
　
農
産
物
生
産
振
興
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
本
事
業
の
う
ち
「
攻
め
の
園
芸
生
産
対
策
事
業
」
に
2
件
の
申
請
が
あ
り
、

導
入
を
支
援
す
る
機
材
に
つ
い
て
は
、
施
設
園
芸
用
温
風
暖
房
機
導
入
、
単
棟
パ

イ
プ
ハ
ウ
ス
整
備
で
あ
る
。

ま
た
「
施
設
園
芸
産
地
緊
急
発
展
事
業
」
に
は
、
4
件
の
申
請
が
あ
り
、
中

古
ハ
ウ
ス
の
移
設
1
件
、
既
存
ハ
ウ
ス
の
補
修
2
件
、
既
存
ハ
ウ
ス
の
仕
様
変
更

1
件
に
対
し
て
支
援
を
行
う
も
の
。
補
助
率
は
両
事
業
と
も
3
分
の
1
で
あ
り
、

財
源
は
熊
本
県
の
補
助
金
で
あ
る
。

市
民
福
祉
分
科
会

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
定
期
接
種
へ

　
今
年
度
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
定
期
接
種
と
な
り
今
回
は
６５
歳

以
上
及
び
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
が
対
象
と
な
る
。
６５
歳

以
上
の
対
象
者
は
１
万
８
９
３
０
人
で
、
そ
の
６
割
の
方
が
接
種
さ
れ
る
と
考
え

て
い
る
。
自
己
負
担
額
に
つ
い
て
は
生
活
保
護
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
0

円
、
市
民
税
課
税
世
帯
の
方
は
２
１
０
０
円
で
あ
る
。

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給
付
事
業

　
対
象
は
、
新
た
に
住
民
税
非
課
税
等
と
な
る
世
帯
分
が
1
2
0
0
世
帯
と
そ

の
世
帯
に
属
す
る
18
歳
以
下
の
子
ど
も
を
約
3
0
0
人
、
定
額
減
税
に
係
る
調

整
給
付
金
の
分
が
1
8
7
7
4
人
と
見
込
ん
で
い
る
。

総
務
文
教
分
科
会

学
校
給
食
施
設
再
編
整
備
事
業

　
　
総
額
約
32
億
円
を
投
じ
て
整
備
す
る
計
画
の
新
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、

公
設
方
式
に
て
整
備
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
事
業
費
を
圧
縮
す
る
た
め
P
F
I

方
式
（
注
）
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
は
な
さ
れ
た
か
伺
う
。

　
　
基
本
構
想
、
基
本
計
画
策
定
に
あ
た
り
他
自
治
体
の
取
り
組
み
状
況
の
確

認
や
先
進
地
視
察
を
行
い
、
P
F
I
方
式
の
導
入
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
考
慮
し
、
従
来
ど
お
り
公
設
方
式
を
採

用
す
る
こ
と
と
し
た
。

【
予
算
決
算
委
員
会
か
ら
の
意
見
・
要
望
】

①
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給
付
事
業
に
つ
い
て
、
プ
ッ
シ
ュ
型

の
通
知
内
容
が
分
か
り
に
く
い
と
の
市
民
の
声
が
あ
る
た
め
、
よ

り
分
か
り
や
す
い
文
章
作
成
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

②
学
校
給
食
施
設
再
編
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
給
食
セ
ン
タ
ー

の
実
施
設
計
か
ら
建
設
ま
で
長
期
の
計
画
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

実
施
設
計
の
早
急
な
取
り
組
み
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
そ
の
他

　主
な
審
査
事
項
】

●
山
鹿
市
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正

建
設
経
済
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

◎
小
川

　榮
二

　
　〇
隈
部

　賢
治

　
　
　北
原

　昭
三

　

　松
見

　真
一

　
　
　豊
田
新
二
郎

　
　
　関
口

　和
良
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現地調査 現地調査

令
和
2
年
7
月
3
日
か
ら
7
月
14
日
に
か

け
て
の
梅
雨
前
線
豪
雨
に
よ
り
斜
面
が
崩
壊

し
て
通
行
止
め
に
な
っ
て
い
た
鹿
本
広
域
農

道
1
号
線
の
復
旧
工
事
が
令
和
6
年
6
月
14

日
に
完
了
し
た
。

鹿
本
広
域
農
道
1
号
線

（
鹿
央
町
岩
原
地
内
）

津
留
配
水
池
の
送
水
管
等
が
令
和
2
年
7

月
の
集
中
豪
雨
で
被
災
し
た
た
め
、
旧
鶴
城

中
グ
ラ
ウ
ン
ド
跡
地
に
新
た
な
施
設
整
備
が

進
む
。
新
施
設
の
供
用
開
始
は
本
年
１１
月
を

予
定
し
て
い
る
。

津
留
配
水
池
施
設
整
備
事
業

（
津
留
地
内
）

【
そ
の
他

　主
な
審
査
事
項
】

●
山
鹿
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

●
山
鹿
市
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

●
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
と
少
子
化
対
策
の
た
め
に
国
保
税
の
子
ど
も
の
均
等
割

　
の
減
免
を
求
め
る
陳
情
書

市
民
福
祉
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

◎
勢
田

　昭
一

　
　〇
金
光

　一
誠

　
　
　芋
生
よ
し
や

　山
下

　誠
治

　
　
　深
牧

　大
助

　
　
　永
田

　壮
拡

６/21
開催

陳
情
第
５
号
「
現
行
の
健
康
保
険
証
に
つ
い
て
当
面
の
間
の
存
続
を
求
め
る
陳
情

書
」
に
つ
い
て
審
査
を
行
っ
た
。

【
委
員
の
意
見
】

〇
マ
イ
ナ
保
険
証
に
対
す
る
国
民
の
不
安
が
払
拭
さ
れ
る
ま
で
は
現
行
の
健
康
保
険

証
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
だ
。

〇
マ
イ
ナ
保
険
証
は
医
療
機
関
に
と
っ
て
も
私
た
ち
国
民
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
に

な
り
推
進
す
べ
き
だ
。

〇
現
行
の
保
険
証
が
、
国
保
や
後
期
高
齢
者
医
療
は
令
和
７
年
７
月
末
ま
で
、
そ
の

他
の
保
険
は
最
長
１
年
間（
令
和
７
年
12
月
１
日
ま
で
）経
過
措
置
に
よ
り
使
用
で
き
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
て
い
な
い
方
は
保
険
証
と
同
様
の
機
能
を
持
っ
た

資
格
確
認
書
で
対
応
で
き
る
こ
と
か
ら
、
陳
情
書
に
あ
る
当
面
の
間
の
存
続
を
求
め

る
意
見
に
見
合
っ
た
措
置
が
取
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。
そ
の
た
め
現
時
点
で
は
判
断

を
せ
ず
に
継
続
審
査
と
し
て
は
ど
う
か
。

【
委
員
会
の
判
断
】

引
き
続
き
慎
重
に
審
査
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
、

継
続
審
査
す
べ
き
も
の
と
し
た
。

現
行
の
健
康
保
険
証
の
当
面
の
間
の
存
続
を
求
め
る
陳
情

（
注
）
P
F
I
方
式
と
は

公
共
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
手
法
の
一
つ
。
民
間
の
資
金
と
経
営
能
力
・
技
術
力
（
ノ
ウ
ハ
ウ
）
を

活
用
し
、
公
共
施
設
等
の
設
計
・
建
設
・
改
修
更
新
や
維
持
管
理
・
運
営
を
行
う
手
法
。
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内
閣
府
H
P
よ
り
抜
粋
）
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世
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に
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て
も
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だ
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を
実
施
す
る
た
め
の
手
法
の
一
つ
。
民
間
の
資
金
と
経
営
能
力
・
技
術
力
（
ノ
ウ
ハ
ウ
）
を

活
用
し
、
公
共
施
設
等
の
設
計
・
建
設
・
改
修
更
新
や
維
持
管
理
・
運
営
を
行
う
手
法
。

　

                

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
内
閣
府
H
P
よ
り
抜
粋
）
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山鹿ビルの現在の状況と今後について
中心市街地のさらなる賑わい創出を目指し、地域の活性化に向けて着実に事業を進める

松見  真一  議員
（清風やまが）

まつみ 　しんいち

観光施策について伺う
今年度は5つのインバウンド事業に重点的に取り組む

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
の

今
年
度
の
主
な
取
り
組
み

内
容
、
外
国
人
宿
泊
客
数

の
目
標
と
観
光
消
費
額
の

見
込
み
を
伺
う
。

商
工
観
光
部
長

人
口
減
少
が
進
む
中
で
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
拡
大
は
地

域
経
済
の
活
性
化
に
向
け

て
重
要
で
あ
り
、Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ

の
進
出
を
台
湾
と
の
交
流

拡
大
の
好
機
と
捉
え
、今

年
度
は
５
つ
の
事
業
に
重

点
的
に
取
り
組
む
。

①
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
入
環

境
整
備
補
助
事
業
に
よ
り

観
光
事
業
者
を
支
援
す
る
。

②
台
湾
人
向
け
情
報
サ
イ

①
山
鹿
ビ
ル
の
建
物
解

体
に
向
け
て
の
協
議
を
重

ね
て
い
る
と
思
う
が
、
現

在
の
状
況
を
伺
う
。

②
山
鹿
ビ
ル
の
解
体
後
の

土
地
利
用
に
つ
い
て
、
本

市
と
し
て
の
具
体
的
な
ビ

ジ
ョ
ン
や
計
画
に
つ
い
て

伺
う
。

①
建
設
部
長

各
区
分
所
有
者
と
個
別

に
面
談
し
、
条
件
交
渉
を

進
め
て
い
る
が
、
全
て
の

所
有
者
の
承
諾
は
得
ら
れ

て
い
な
い
。
本
年
度
末
を

判
断
期
限
と
し
、
全
員
の

同
意
が
得
ら
れ
な
い
場
合

は
法
的
手
続
き
に
よ
る
解

体
を
選
択
で
き
る
よ
う
、

そ
の
条
件
で
あ
る
「
特
定

要
除
却
認
定
」
を
取
得
す

る
た
め
、
現
在
、
建
物
の

・市行政のＤＸの取組について

その他の質問

豊田  新二郎  議員
（鹿政不動会）

とよだ     しんじろう

熊
本
市
は
６
月
か
ら
、

ケ
ア
に
必
要
な
ウ
イ
ッ
グ

や
乳
房
の
補
整
具
の
助
成

事
業
の
受
付
を
始
め
る
と

あ
っ
た
。
県
内
で
は
、
熊

本
市
や
大
津
町
な
ど
６
市

町
村
が
先
行
し
て
費
用
助

成
を
し
て
い
る
。
全
国
的

に
も
多
く
の
自
治
体
が
購

入
費
用
の
助
成
を
始
め
て

い
る
。
購
入
に
対
す
る
助

成
に
つ
い
て
山
鹿
市
の
見

解
を
伺
う
。

福
祉
部
長

が
ん
患
者
の
心
理
負
担

を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、

治
療
と
社
会
参
加
の
両
立

や
療
養
生
活
の
質
の
維
持

向
上
を
支
援
す
る
た
め

現地調査
【
そ
の
他

　主
な
審
査
事
項
】

●
山
鹿
市
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

総
務
文
教
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

◎
冨
丸
洋
一
郎

　
　〇
原

　
　芳
郎

　
　
　永
田

　紘
二

　有
働

　辰
喜

　
　
　古
川

　和
博

　
　
　高
橋

　龍
一

６/24
開催

山
鹿
市
ふ
れ
あ
い
塾
を
廃
止

●
鹿
本
給
食
セ
ン
タ
ー

●
菊
鹿
給
食
セ
ン
タ
ー

●
新
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
予
定
地

　（旧
鶴
城
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

　
　
　

過去の議会でも質問
令和4年9月

・教員不足の対応について
・公園の維持管理と整備計画
  について
・企業版ふるさと納税について

その他の質問

・市政運営について
・帯状疱疹ワクチン接種に
  ついて

その他の質問

現在の山鹿ビル

鹿本給食センター

帽子・ウイッグ

台湾旅行会社による八千代座視察

北原  昭三  議員
（公明党）

きたはら  しょうぞう

アピアランスケアについて
助成に向けた取り組みを進めていきたい

耐
震
診
断
調
査
を
進
め
て

お
り
、
年
度
内
の
認
定
取

得
を
目
指
し
て
い
る
。
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
、
解
体

に
向
け
た
取
り
組
み
を
行

う
予
定
で
あ
る
。

②
建
設
部
長

周
辺
エ
リ
ア
を
含
め
た

ビ
ジ
ョ
ン
の
骨
子
案
を
検

討
す
る
。
市
民
が
集
い
ふ
れ

合
え
る
施
設
や
観
光
客
が

立
ち
寄
れ
る
施
設
、
山
鹿

の
魅
力
を
発
信
で
き
る
施

設
や
住
居
施
設
な
ど
を
考

え
て
い
る
。
中
心
市
街
地
の

さ
ら
な
る
賑
わ
い
創
出
を

目
指
し
、
地
域
の
活
性
化

に
向
け
て
着
実
に
事
業
を

進
め
る
予
定
で
あ
る
。
具

体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
も
、
骨
子
案
に
合
わ
せ

て
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

アピアランスケア（外見ケア）とは、がんやがん治療
の副作用により生じた外見の変化に対するケアのこと。

ト
と
の
連
携
な
ど
継
続
的

な
情
報
発
信
に
取
り
組
む
。

③
台
湾
歌
劇
団
を
招
聘
し
、

交
流
イ
ベ
ン
ト
を
八
千
代

座
周
辺
で
９
月
に
実
施
す

る
。

④
熊
本
市
居
住
の
外
国
人

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、直
行

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
９
月
か
ら

運
行
す
る
。

⑤
外
国
語
が
堪
能
な
地
域

お
こ
し
協
力
隊
を
任
用
し
、

観
光
事
業
者
の
受
入
支
援

等
を
行
う
。

以
上
の
取
り
組
み
に
よ

り
、今
年
度
は
３
千
人
の

外
国
人
宿
泊
者
数
を
目
指

す
。ま
た
、観
光
消
費
額

も
推
計
で
約
９
千
万
円
を

見
込
む
。

長
年
親
し
ま
れ
て
き
た
鹿
央
町
の
ふ
れ
あ
い
塾
で
す
が
、
設
備
の
故

障
や
老
朽
化
に
伴
い
施
設
を
廃
止
し
、
解
体
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

に
、
が
ん
治
療
に
よ
る
外

見
の
変
化
に
悩
む
方
へ
の

サ
ポ
ー
ト
は
重
要
な
こ
と

と
認
識
し
て
い
る
。

本
市
と
し
て
も
、
購
入

費
用
の
助
成
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
を
含
め
、
費
用
助

成
を
行
っ
て
い
る
自
治
体

の
状
況
を
把
握
し
、
補
助

対
象
用
具
の
内
容
や
費
用

助
成
額
等
の
精
査
を
行
い

な
が
ら
、
県
の
補
助
金
等

も
勘
案
し
助
成
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
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・水道料金改定後の状況について
・市職員のプロフェッショナル化に
  ついて

①
物
価
高
騰
下
で
の
生

活
支
援
、
子
育
て
支
援
の

た
め
に
、
産
ま
れ
て
す
ぐ

の
赤
ち
ゃ
ん
に
も
発
生

す
る
国
民
健
康
保
険
税

の
均
等
割
額
の
軽
減
を

「
未
就
学
児
童
限
定
」
で

な
く「
18
歳
ま
で
対
象
拡

大
実
施
」
を
求
め
、
市
民

1
6
6
6
名
の
陳
情
が
提

出
さ
れ
て
い
る
。
国
が
、

子
ど
も
医
療
費
無
償
化
に

課
し
て
い
た
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
廃
止
を
し
た
影
響

額
な
ど
を
活
用
し
、
子
ど

も
の
均
等
割
額
の
軽
減
は

で
き
な
い
か
。「
選
ば
れ
る

山
鹿
」「
健
幸
都
市
宣
言
」

を
う
た
っ
て
い
る
の
で
あ

る
か
ら
市
民
の
願
い
に
応

え
、
支
援
す
る
考
え
は
な

い
か
。

②
せ
め
て
多
子
世
帯
を
軽

減
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
か
。

市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
事

務
部
長

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平

成
24
年
に
熊
本
県
指
定
が

ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
の

指
定
を
受
け
、
診
断
か
ら

手
術
、
化
学
療
法
な
ど
の

治
療
を
行
っ
て
い
る
。
が

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン

タ
ー
で
は
、「
が
ん
検
診
」

「
高
齢
者
医
療
」「
予
防
医

療
」
を
3
本
の
柱
と
し
て

掲
げ
て
い
る
。
そ
の
中
で

も
「
が
ん
」
は
日
本
人
の

死
因
の
ト
ッ
プ
で
あ
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
が

高
い
「
が
ん
検
診
」
の
状

況
と
発
見
、
治
療
ま
で
の

流
れ
に
つ
い
て
伺
う
。

①
山
鹿
市
の
土
地
区
画

整
理
事
業
の
実
施
状
況
は
。

②
中
心
市
街
地
の
空
き
地
、

空
き
家
対
策
と
し
て
の
土

地
区
画
整
理
計
画
は
。

③
小
規
模
な
区
画
整
理
や

敷
地
整
序
型
土
地
区
画
整

理
事
業
な
ど
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

その他の質問

敷地整序型土地区画整理事業

市民の願い国保税の子どもの均等割軽減を
国がすべきで独自軽減は困難

　
市
長

①
国
民
健
康
保
険
制
度
は
、

国
民
皆
保
険
制
度
の
根
幹

を
な
す
制
度
だ
が
、構
造

的
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

市
町
村
個
々
の
課
題
で
は

芋生  よしや  議員
（日本共産党）　

いもう

高橋  龍一  議員
（鹿政不動会）

たかはし りゅういち

がん検診の状況とその後の対応は
要精密検査の通知件数は、7，840件中466件

建
設
部
長

①
本
市
の
事
業
と
し
て
「

湯
の
尻
区
画
整
理
」
を
昭

和
33
年
か
ら
49
年
ま
で
約

43 

ha
実
施
。
市
主
体
で
は

な
く
組
合
に
よ
る
事
業
が

「
大
宮
通
土
地
区
画
整
理
」

を
昭
和
39
年
に
約
0・8

ha
。「
中
町
火
災
復
興
土

地
区
画
整
理
」
を
昭
和
47

年
に
約
0
・
5
ha
実
施
さ

れ
て
い
る
。

・クーリングシェルター設 
　置・拡大について
・物価高騰下での安心で
　おいしい保育園副食・ 
　学校給食の確保について

その他の質問

ん
検
診
（
胃
が
ん
、
肺
が

ん
、
大
腸
が
ん
、
乳
が
ん
、

子
宮
頸
が
ん
）
に
つ
い
て

は
、
令
和
5
年
度
は

7
8
4
0
件
を
実
施
し
、

内
4
6
6
件
（
全
体
の

5
・
9
％
）
に
要
精
密
検

査
の
通
知
を
行
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
「
が
ん
」

の
精
密
検
査
の
ほ
か
、
胃

が
ん
、
大
腸
が
ん
、
肝
が

ん
に
つ
い
て
は
外
科
手
術

や
化
学
療
法
が
可
能
。

ま
た
、
県
北
唯
一
の
緩

和
ケ
ア
病
棟
を
持
ち
、
患

者
や
ご
家
族
の
皆
さ
ま
に

寄
り
添
っ
た
ケ
ア
を
提
供

し
て
い
る
。

山下  誠治  議員
（れいわ創造）

やました　 せいじ

空き家の現状と今後の取組は
可能な範囲で訪問、手がつかない状態の解消を目指す

①
空
き
家
の
現
状
と
対

応
状
況
。

②
今
後
の
取
組
を
伺
う
。

建
設
部
長

①
令
和
５
年
度
調
査

の
結
果
、
空
き
家
総
数

1
6
1
3
戸
、現
状
の
ま
ま

利
用
可
能
、軽
微
な
修
理

で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

空
き
家
が
8
7
6
戸
、管
理

不
全
な
状
態
が
7
3
7
戸

と
な
っ
て
い
る
。

現
在
の
対
応
は
現
地
調

査
・
確
認
を
行
い
所
有
者
等

を
特
定
し
た
の
ち
口
頭
や

文
書
に
よ
る
助
言
・
指
導
を

行
う
と
と
も
に「
上
限
60
万

円
を
補
助
す
る
特
定
空
き

・ふるさと納税について
・図書館ネットワーク、電子
  図書館導入について

その他の質問

深牧  大助  議員
（鹿政不動会）

ふかまき　だいすけ

中心市街地の区画整理について
まちづくりの多種多様な手法の調査・研究を行う

家
等
除
去
促
進
事
業
」の

活
用
の
働
き
か
け
を
行
っ
て

い
る
。

②
通
知
を
発
送
し
て
も
回

答
が
得
ら
れ
な
い
場
合
な

ど
、可
能
な
範
囲
で
訪
問
し

聞
き
取
り
を
行
う
な
ど
、手

が
つ
か
な
い
状
態
の
解
消
を

目
指
す
。

ま
た
、居
住
さ
れ
て
い
る

段
階
か
ら
空
き
家
等
に
関

す
る
問
題
意
識
を
高
め
る

た
め
の
啓
発
、予
防
や
管

理
、賃
貸
な
ど
の
活
用
、相

続
に
関
す
る
情
報
提
供
な

ど
の
周
知
を
図
り
、新
た
な

空
き
家
等
の
発
生
抑
制
や

解
消
に
努
め
る
。

な
く
、国
の
責
任
に
お
い
て

解
決
す
べ
き
で
あ
り
、全
国

市
長
会
を
通
じ
た
国
へ
の

働
き
か
け
を
今
後
も
続
け

て
い
く
。「
選
ば
れ
る
山
鹿
」

「
健
幸
都
市
宣
言
」に
掲
げ

る
支
援
は
、国
保
税
均
等

割
額
軽
減
等
の
国
保
固
有

の
施
策
の
推
進
で
は
な
く
、

市
民
全
て
に
係
る
施
策
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が

重
要
で
あ
る
。

　 

福
祉
部
長

②
既
に
国
保
税
等
の
財
源

補
填
の
た
め
に
国
保
財
政

調
整
基
金
を
活
用
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、一
部
の
世
帯

を
対
象
と
し
た
軽
減
で
あ
っ

て
も
、そ
の
分
を
全
て
の
国

保
被
保
険
者
の
国
保
税
へ

更
に
上
乗
せ
す
る
必
要
が

あ
り
、本
市
独
自
で
の
軽
減

は
困
難
で
あ
る
。

過去の議会でも質問
令和元年3月・6月、令和2年6月
令和3年3月、令和4年6月、令和5年6月

②
市
街
地
形
成
が
お
お
む

ね
完
了
し
て
い
る
中
心
市

街
地
に
お
い
て
は
大
規
模

な
事
業
実
施
は
現
実
的
な

手
法
と
は
考
え
ら
れ
な
い

が
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
け

る
有
効
で
極
め
て
効
果
が

高
い
手
法
の
ひ
と
つ
で
あ

る
た
め
、
範
囲
を
絞
っ
た

小
規
模
な
区
画
整
理
な
ど

を
調
査
・
研
究
を
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

③
小
規
模
な
範
囲
を
連
鎖

的
に
行
う
区
画
整
理
や
必

要
な
箇
所
だ
け
を
ス
ポ
ッ

ト
的
に
行
う
「
敷
地
整
序

型
土
地
区
画
整
理
事
業
」

な
ど
い
く
つ
か
あ
る
。
ま

た
、
主
体
も
市
や
組
合
を

作
っ
て
行
う
方
法
や
個
人

で
行
う
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。
今
後
、
土
地
区
画
整

理
事
業
以
外
の
ま
ち
づ
く

り
手
法
と
併
せ
て
調
査
研

究
を
行
う
。
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で
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平
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本
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連
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点
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受
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が
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で
は
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が
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高
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者
医
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予
防
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療
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を
3
本
の
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と
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て

掲
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る
。
そ
の
中
で

も
「
が
ん
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は
日
本
人
の

死
因
の
ト
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プ
で
あ
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
が
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が
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の
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と
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見
、
治
療
ま
で
の

流
れ
に
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度
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の
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な
す
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度
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が
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造

的
な
課
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る
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の
課
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は
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と
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の
尻
区
画
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を
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和
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ら
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ま
で
約
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。
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で
は
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に
よ
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が
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通
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、
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を
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の
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、
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大
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が
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、
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が
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外
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や
化
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患
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①
空
き
家
の
現
状
と
対
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状
況
。
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今
後
の
取
組
を
伺
う
。

建
設
部
長
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令
和
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度
調
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の
結
果
、
空
き
家
総
数

1
6
1
3
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、現
状
の
ま
ま

利
用
可
能
、軽
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な
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で
利
用
す
る
こ
と
が
で
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空
き
家
が
8
7
6
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理

不
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な
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が
7
3
7
戸

と
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る
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現
在
の
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現
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調
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・
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所
有
者
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の
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や
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に
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と
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等
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の
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る
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通
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を
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が
得
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れ
な
い
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ど
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し
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な
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、手

が
つ
か
な
い
状
態
の
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を
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。

ま
た
、居
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る
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ら
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等
に
関
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る
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題
意
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の
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ど
の
活
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に
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ど
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に
努
め
る
。
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の
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に
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あ
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長
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の
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。「
選
ば
れ
る
山
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」
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は
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、
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る
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を
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進
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で
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る
。

　 

福
祉
部
長

②
既
に
国
保
税
等
の
財
源

補
填
の
た
め
に
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調
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る
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と
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ら
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の
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を
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と
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た
軽
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て
も
、そ
の
分
を
全
て
の
国

保
被
保
険
者
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要
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の
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な
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な
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く
り
に
お
け

る
有
効
で
極
め
て
効
果
が

高
い
手
法
の
ひ
と
つ
で
あ

る
た
め
、
範
囲
を
絞
っ
た

小
規
模
な
区
画
整
理
な
ど

を
調
査
・
研
究
を
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

③
小
規
模
な
範
囲
を
連
鎖

的
に
行
う
区
画
整
理
や
必

要
な
箇
所
だ
け
を
ス
ポ
ッ

ト
的
に
行
う
「
敷
地
整
序

型
土
地
区
画
整
理
事
業
」

な
ど
い
く
つ
か
あ
る
。
ま

た
、
主
体
も
市
や
組
合
を

作
っ
て
行
う
方
法
や
個
人

で
行
う
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。
今
後
、
土
地
区
画
整

理
事
業
以
外
の
ま
ち
づ
く

り
手
法
と
併
せ
て
調
査
研

究
を
行
う
。
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八千代座

きずなの会とその仲間たち
作品発表会

・第２期山鹿市都市計画マスター
  プランについて

教
育
部
長

八
千
代
座
は
国
指
定
重

要
文
化
財
で
あ
り
、
本
市

観
光
の
核
と
な
る
存
在
で

あ
る
一
方
で
、
地
元
の
小

中
学
校
や
文
化
団
体
な

ど
、
市
民
に
よ
る
発
表
の

場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
お

り
、
文
化
芸
術
活
動
に
欠

か
せ
な
い
施
設
で
も
あ

る
。
昨
今
、
文
化
財
保
護

に
関
す
る
国
の
方
針
に
お

い
て
は
、
そ
の
価
値
を
維

持
す
る
と
い
う
「
保
存
」

と
、
多
く
の
方
の
利
用
や

山
鹿
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

（
象
徴
と
な
る
建
造
物
）

で
あ
る
八
千
代
座
の
将

来
の
在
り
方
に
つ
い
て

伺
う
。

その他の質問

永田  紘二  議員
ながた　  こうじ

山鹿地域難病対策について
山鹿保健所と連携して情報を共有し、相談支援に努める

　
①
山
鹿
市
内
の
難
病
患

者
数
、
山
鹿
地
域
難
病
対

策
地
域
協
議
会
の
構
成
メ

ン
バ
ー
・
設
置
目
的
は
何

か
伺
う
。

②
山
鹿
市
難
病
友
の
会

「
き
ず
な
の
会
」
の
概
要

に
つ
い
て
、
市
の
支
援
状

況
及
び
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。

福
祉
部
長

①
県
か
ら
指
定
難
病
医
療

受
給
者
証
を
6
1
6
人
へ

交
付
済
み
。山
鹿
地
域
難

病
対
策
地
域
協
議
会
は
、

医
師
会
や
関
係
医
療
機
関
、

難
病
友
の
会
、社
会
福
祉

協
議
会
、県
・
市
の
関
係
課

等
で
構
成
さ
れ
、相
互
に
連

絡
を
図
る
こ
と
で
、難
病
患

者
へ
の
支
援
体
制
に
関
す

る
課
題
に
つ
い
て
情
報
を
共

・会計年度任用職員の
  雇用について

その他の質問

金光  一誠  議員
（れいわ創造）

かねみつ  いっせい

学校給食について
給食センターの整備方針は公設（直営事業）で

有
し
、地
域
の
実
情
に
応
じ

た
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
協

議
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

②
平
成
15
年
、当
時
の
鹿

本
地
域
の
難
病
患
者
・
家
族

等
で
構
成
さ
れ
発
足
し
、会

員
相
互
の
交
流
と
親
睦
を

図
り
、地
域
に
お
い
て
生
き

生
き
と
活
動
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
組
織
さ
れ
た
。会

員
数
は
正
会
員
95
名
、賛

助
会
員
45
名
で
、主
な
活
動

は
定
例
会
や
サ
ロ
ン
交
流

会
、作
品
発
表
会
、会
報
発

行
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

本
市
で
は
広
報
紙
等
に
よ

り
市
民
に
周
知
す
る
な
ど
の

支
援
を
図
っ
て
い
る
。今
後

は
健
康
増
進
課
が
窓
口
と

な
り
、難
病
へ
の
理
解
を
深

め
、山
鹿
保
健
所
と
連
携
し

て
情
報
を
共
有
し
、相
談
支

援
に
努
め
て
い
く
。

見
学
と
い
う
「
活
用
」
は
、

と
も
に
文
化
財
保
護
を
図

る
上
で
重
要
な
柱
と
位
置

付
け
ら
れ
、
保
存
活
用
計

画
の
認
定
が
制
度
化
さ
れ

た
。 

本
市
に
お
い
て
も

も
、こ
の
「
保
存
」
と
「
活

用
」
の
円
滑
な
推
進
を
念

頭
に
昨
年
度
策
定
し
た

「
八
千
代
座
保
存
活
用
計

画
」
に
基
づ
き
、
適
切
な

保
存
管
理
と
活
用
に
よ
る

理
解
促
進
に
努
め
る
。
ま

た
、
今
年
度
策
定
を
予
定

し
て
い
る
「
山
鹿
市
文
化

芸
術
推
進
基
本
計
画
」
に

お
い
て
も
、
文
化
芸
術
活

動
の
場
と
し
て 

八
千
代

座
の
今
後
の
在
り
方
を
考

え
て
い
く
。

本
市
に
ど
れ
だ
け
の
外

国
人
労
働
者
の
方
が
働
い

て
お
ら
れ
る
の
か
？
そ
の

現
状
と
課
題
は
何
か
。

ま
た
、
令
和
9
年
度
か

ら
は
「
技
能
実
習
」
に
代

わ
り
、
新
た
に
「
育
成
就

労
制
度
」
が
始
ま
る
こ
と

を
前
提
に
伺
う
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
以
降
、
物
価
は
上
昇

し
続
け
、
子
育
て
家
庭
も

苦
し
い
状
況
に
あ
る
と
の

想
い
か
ら
、
給
食
費
の
現

状
に
つ
い
て
伺
う
。

①
学
校
給
食
費
の
地
産
地

消
の
現
状
に
つ
い
て

②
給
食
費
の
徴
収
状
況
に

つ
い
て

次
に
、
現
段
階
で
の
概

算
事
業
費
で
3
2
・
5
億

円
か
か
る
給
食
セ
ン
タ
ー

の
整
備
手
法
と
財
源
計

画
、
P
F
I
事
業
の
検
討

に
つ
い
て
伺
う
。

③
新
し
い
給
食
セ
ン
タ
ー

の
整
備
手
法
と
財
源
計
画

に
つ
い
て

④
P
F
I
事
業
の
検
討
に

つ
い
て

外国人労働者の現状と課題は
技能実習生228人、特定技能1号取得者92人計320人が住民登録

総
務
部
長

外
国
人
の
在
留
資
格
は
、

技
能
実
習
と
特
定
技
能
の

2
種
類
が
あ
る
。
令
和
6

年
5
月
末
現
在
、
技
能
実

習
生
は
、
2
2
8
人
。
特

定
技
能
1
号
取
得
者
は
、

92
人
。
合
計
3
2
0
人
が

住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
る
。

課
題
と
し
て
は
、①
日
本

勢田  昭一  議員　
せいだ しょういち

関口  和良 議員
（れいわ創造）

せきぐち 　かずよし

八千代座の活用に関する将来の在り方は
市民の宝である八千代座の次世代への継承を図っていく　

教
育
部
長

①
②
学
校
給
食
の
地
産
地

消
は
、
米
に
つ
い
て
は
調

達
先
で
あ
る
県
学
校
給
食

会
に
対
し
、
山
鹿
市
産
を

指
定
し
て
購
入
し
て
い

る
。
ま
た
、
肉
や
野
菜
の

生
鮮
食
品
に
つ
い
て
も
、

市
内
の
業
者
を
通
じ
、
極

力
地
元
産
食
品
の
仕
入
れ

・義務教育の特色づくりについて
  ＜共創の視点で＞
・地域づくり（祭り）について
  ＜共存の視点で＞

その他の質問
語
能
力
や
日
本
文
化
へ
の

理
解
不
足
か
ら
雇
用
側
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
誤
解
を
生
じ
る
②
実
習

生
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
通
じ
て
賃
金
な
ど
の
条

件
の
良
い
職
場
へ
の
転
籍

③
雇
用
期
間
の
満
了
前
に

辞
め
る
等
が
あ
る
。
本
市

と
し
て
も
人
口
減
少
（
特

に
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
）

は
、
地
域
経
済
の
縮
小
に

つ
な
が
る
た
め
、
労
働
人

口
の
確
保
は
、
と
て
も
重

要
で
あ
る
。
ま
た
、
企
業

や
団
体
、
個
人
経
営
者
な

ど
の
受
け
皿
を
増
や
す
た

め
の
取
組
も
重
要
と
考
え

る
。

を
お
願
い
し
て
い
る
。
な

お
、
給
食
費
の
未
納
に
つ

い
て
は
、
分
納
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

③
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備

手
法
は
公
設
を
考
え
て
い

る
。
財
源
見
込
み
は
、
国
の

学
校
施
設
環
境
改
善
交
付

金
を
1
割
か
ら
2
割
、
残

り
は
過
疎
対
策
事
業
債
を

は
じ
め
と
す
る
地
方
債
を

財
源
と
し
て
考
え
て
い
る
。

④
P
F
I
事
業
に
つ
い
て

は
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
公
共

負
担
の
平
準
化
が
見
込
ま

れ
る
反
面
、
事
業
者
選
定

の
期
間
や
費
用
な
ど
の
デ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
供
用

開
始
目
標
年
次
ま
で
の
期

間
が
限
ら
れ
る
こ
と
な
ど

総
合
的
に
勘
案
し
、
従
来

方
式
を
選
択
し
た
。
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者
は
、

92
人
。
合
計
3
2
0
人
が

住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
る
。

課
題
と
し
て
は
、①
日
本

勢田  昭一  議員　
せいだ しょういち

関口  和良 議員
（れいわ創造）

せきぐち 　かずよし

八千代座の活用に関する将来の在り方は
市民の宝である八千代座の次世代への継承を図っていく　

教
育
部
長

①
②
学
校
給
食
の
地
産
地

消
は
、
米
に
つ
い
て
は
調

達
先
で
あ
る
県
学
校
給
食

会
に
対
し
、
山
鹿
市
産
を

指
定
し
て
購
入
し
て
い

る
。
ま
た
、
肉
や
野
菜
の

生
鮮
食
品
に
つ
い
て
も
、

市
内
の
業
者
を
通
じ
、
極

力
地
元
産
食
品
の
仕
入
れ

・義務教育の特色づくりについて
  ＜共創の視点で＞
・地域づくり（祭り）について
  ＜共存の視点で＞

その他の質問
語
能
力
や
日
本
文
化
へ
の

理
解
不
足
か
ら
雇
用
側
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
誤
解
を
生
じ
る
②
実
習

生
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
通
じ
て
賃
金
な
ど
の
条

件
の
良
い
職
場
へ
の
転
籍

③
雇
用
期
間
の
満
了
前
に

辞
め
る
等
が
あ
る
。
本
市

と
し
て
も
人
口
減
少
（
特

に
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
）

は
、
地
域
経
済
の
縮
小
に

つ
な
が
る
た
め
、
労
働
人

口
の
確
保
は
、
と
て
も
重

要
で
あ
る
。
ま
た
、
企
業

や
団
体
、
個
人
経
営
者
な

ど
の
受
け
皿
を
増
や
す
た

め
の
取
組
も
重
要
と
考
え

る
。

を
お
願
い
し
て
い
る
。
な

お
、
給
食
費
の
未
納
に
つ

い
て
は
、
分
納
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

③
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備

手
法
は
公
設
を
考
え
て
い

る
。
財
源
見
込
み
は
、
国
の

学
校
施
設
環
境
改
善
交
付

金
を
1
割
か
ら
2
割
、
残

り
は
過
疎
対
策
事
業
債
を

は
じ
め
と
す
る
地
方
債
を

財
源
と
し
て
考
え
て
い
る
。

④
P
F
I
事
業
に
つ
い
て

は
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
公
共

負
担
の
平
準
化
が
見
込
ま

れ
る
反
面
、
事
業
者
選
定

の
期
間
や
費
用
な
ど
の
デ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
供
用

開
始
目
標
年
次
ま
で
の
期

間
が
限
ら
れ
る
こ
と
な
ど

総
合
的
に
勘
案
し
、
従
来

方
式
を
選
択
し
た
。

10 2024.９112024.９



シチズンシップ

　　　教育特集
本年も昨年に引き続き、2月から5月にかけて山鹿市議会全議員による市内全小学校での主権者教育の出前授業を行いました。
読み聞かせボランティアの方々にも協力していただき、絵本「ぽりぽり村のみんしゅしゅぎ」を題材にして、児童のみなさんと地
域の将来を考えました。写真は当日の様子です。

全議員による主権者教育出前授業 令和6年（第3回）6月定例会における審議結果表
全会一致で原案可決等された議案

継続審査とされた陳情

賛否が分かれた議案

反
対
討
論

永
田
　
紘
二

北
原
　
昭
三

冨
丸
洋
一
郎

服
部
　
香
代

有
働
　
辰
喜

勢
田
　
昭
一

芋
生
よ
し
や

小
川
　
榮
二

松
見
　
真
一

金
光
　
一
誠

古
川
　
和
博

山
下
　
誠
治

豊
田
新
二
郎

高
橋
　
龍
一

隈
部
　
賢
治

原

　

芳

郎

深
牧
　
大
助

永
田
　
壮
拡

関
口
　
和
良

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 13 14 15 16 17 18 19 20

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 議
　
長

● 欠 ●

議席番号

件　名

議員名

条例 山鹿市個人番号の利用に関する条例の
一部を改正する条例

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 欠 ●補正
予算

令和6年度山鹿市一般会計補正予算
（第1号）

＊議長は採決に加わりません　
〇は賛成　●は反対　欠は欠席

芋生  よしや

山鹿市税条例の一部を改正する条例

山鹿市都市計画税条例の一部を改正する条例

山鹿市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

山鹿市税特別措置条例の一部を改正する条例

山鹿市重度心身障害者医療費助成に関する条例の一部を改正する条例

山鹿市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の

一部を改正する条例 

山鹿市下水道条例の一部を改正する条例

山鹿市ふれあい塾条例を廃止する条例

山鹿植木広域行政事務組合の共同処理する事務の変更に伴う財産処分について

専決処分の報告について（車両事故）

専決処分の報告について（市道の瑕
疵による事故）

令和5年度山鹿市一般会計繰越
明許費繰越しの報告について

令和5年度山鹿市一般会計事故
繰越しの報告について

令和5年度山鹿市下水道事業会計予算繰越
しの報告について（建設改良費の繰越し）

令和5年度山鹿市下水道事業会計予算
繰越しの報告について（事故繰越し）

条 例
（ 専 決
処 分 ）

条 例

報 告

その他

現行の健康保険証について当面の間の存続を求める陳情書

子育て世帯の負担軽減と少子化対策のために国保税の子どもの均等割の減免を求める陳情書
陳 情

お詫びと訂正  前第42号の賛否表におきまして「北原昭一議員」と誤記載していました。お詫びいたします。

鹿北小

山鹿小

菊鹿小

鹿本小 大道小

めのだけ小

八幡小

三玉小

 個人番号の利用に関する条例改正  生活に困窮する外国人に対し「進学準備給付金」を「進
学・就職準備給付金」に改め支給拡大することには賛成する。個人番号の利用拡大は、個人情
報が一元的に管理・利用され行政事務にとっては効率性が高まるが、憲法の人権保障に関わ
る個人情報が集積され管理されることであり反対する。

 一般会計補正予算  学校給食施設再編整備事業に対して、公設はよいが「何千食もの一括調
理では、同一食材の確保、地産地消も難しくなる」「収穫したての食材の活用、においが漂って
くる調理が良い」「配送は災害時に困難となる事例もある」「食を通じた学びが心身を育てる
ことは小・中学校までの子どもたちにとって一生の食生活に大きな影響を及ぼす」などの疑
問も出ている。現在学生の保護者だけではなく、給食調理について規模を広げた議論の場を
求め反対する。

12 2024.９132024.９



シチズンシップ

　　　教育特集
本年も昨年に引き続き、2月から5月にかけて山鹿市議会全議員による市内全小学校での主権者教育の出前授業を行いました。
読み聞かせボランティアの方々にも協力していただき、絵本「ぽりぽり村のみんしゅしゅぎ」を題材にして、児童のみなさんと地
域の将来を考えました。写真は当日の様子です。

全議員による主権者教育出前授業 令和6年（第3回）6月定例会における審議結果表
全会一致で原案可決等された議案
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長
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（第1号）

＊議長は採決に加わりません　
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山鹿市都市計画税条例の一部を改正する条例

山鹿市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

山鹿市税特別措置条例の一部を改正する条例

山鹿市重度心身障害者医療費助成に関する条例の一部を改正する条例
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専決処分の報告について（車両事故）
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繰越しの報告について（事故繰越し）

条 例
（ 専 決
処 分 ）

条 例

報 告

その他

現行の健康保険証について当面の間の存続を求める陳情書

子育て世帯の負担軽減と少子化対策のために国保税の子どもの均等割の減免を求める陳情書
陳 情

お詫びと訂正  前第42号の賛否表におきまして「北原昭一議員」と誤記載していました。お詫びいたします。

鹿北小

山鹿小

菊鹿小

鹿本小 大道小

めのだけ小

八幡小

三玉小

 個人番号の利用に関する条例改正  生活に困窮する外国人に対し「進学準備給付金」を「進
学・就職準備給付金」に改め支給拡大することには賛成する。個人番号の利用拡大は、個人情
報が一元的に管理・利用され行政事務にとっては効率性が高まるが、憲法の人権保障に関わ
る個人情報が集積され管理されることであり反対する。

 一般会計補正予算  学校給食施設再編整備事業に対して、公設はよいが「何千食もの一括調
理では、同一食材の確保、地産地消も難しくなる」「収穫したての食材の活用、においが漂って
くる調理が良い」「配送は災害時に困難となる事例もある」「食を通じた学びが心身を育てる
ことは小・中学校までの子どもたちにとって一生の食生活に大きな影響を及ぼす」などの疑
問も出ている。現在学生の保護者だけではなく、給食調理について規模を広げた議論の場を
求め反対する。
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第43号
６月定例会

令和６年９月1日
発行／山鹿市議会

山
鹿

市
議

会
だ

よ
り

 vo
l.4

3
山

鹿
市

議
会

事
務

局
〒

8
61-0

5
9

2
 熊

本
県

山
鹿

市
山

鹿
9

8
7-3

電
話

  0
9

6
8

-4
3

-16
3

4

教職員辞令交付式
国道3号植木バイパス建設促進期成会　監査
広報広聴委員会
全員協議会
議会運営委員会
熊本市議会議長会（荒尾市）
広報広聴委員会
百歳到達者表敬訪問
温泉祭御幸式
灯籠制作開始祭
九州市議会議長会（熊本市）
西南の役山鹿口戦没者慰霊祭

広報広聴委員会
国連事務次長中満泉氏講演会
全国自治体病院協議会総会（東京）
全員協議会
広報広聴委員会
全国温泉所在都市議会総会（東京）
熊本県市議会議長会（東京）
第100回全国市議会議長会定期総会（東京）
行政視察受入れ（北海道登別市議会）
主権者教育（めのだけ小学校）
百歳到達者表敬訪問
国道3号植木バイパス建設促進期成会総会
議会運営委員会

山鹿市消防操法大会
6月定例会開会・全員協議会
広報広聴委員会
質疑・一般質問
質疑・一般質問・委員会付託
予算決算委員会
建設経済委員会
市民福祉委員会
総務文教委員会
予算決算委員会
広報広聴委員会
百歳到達者表敬訪問
議会運営委員会

４
月

５
月

６
月

議会の主な動き

令和６年度　行政視察受入れ状況

ようこそ山鹿市へ

議員間討議を開催！！

5/23(木)
北海道
登別
市議会

『やまがメイトの取組に

ついて』

7/17(水)
大分県
竹田
市議会

『歴史的まちなみ
　 整備事業について』

視察日 視察団体 視察内容

今
年
の
7
月
は
、全
国
的
に
太
平
洋
高
気
圧
が
勢
力
を
強

め
、気
温
が
平
年
を
大
幅
に
上
回
り
ま
し
た
。特
に
上
空
に
ま
で
高

気
圧
が
張
り
出
し
た
こ
と
で
、日
本
全
体
が
暖
か
い
空
気
に
覆
わ

れ
、危
険
な
暑
さ
が
続
い
た
結
果
、1
8
9
8
年
の
統
計
開
始
以

来
、こ
の
1
2
6
年
間
で
最
も
暑
い
7
月
と
な
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
界
の
話
題
で
は
、52
年
ぶ
り
の
本
市
出
身
の
オ
リ
ン
ピ
ア

ン
で
あ
る
荒
木
遼
太
郎
選
手
が
、予
選
リ
ー
グ
か
ら
惜
し
く
も
敗

れ
た
準
々
決
勝
ま
で
全
試
合
に
出
場
し
、市
民
に
大
き
な
感
動
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。荒
木
選
手
の
今
後
の
更
な
る
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

市
議
会
で
は
、新
た
な
取
り
組
み
と
し
て「
議
員
間
討
議
」が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。（
本
紙
表
紙
写
真
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）こ
の
議
員

間
討
議
で
は
、議
員
全
員
が
市
政
の
諸
課
題
に
つい
て
深
く
議
論

し
、執
行
部
に
対
し
て
よ
り
良
い
政
策
を
提
案
し
て
い
く
予
定
で

す
。市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
期
待
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

予
報
に
よ
り
ま
す
と
、9
月

も
厳
し
い
残
暑
が
続
く
見
込
み

で
す
。皆
様
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自

愛
く
だ
さ
い
。

広
報
広
聴
委
員
会
　

　
　
　
　
　

関
口
和
良

芋
生
　
よ
し
や

高
橋
　
龍
一

松
見
　
真
一

古
川
　
和
博

山
下
　
誠
治

関
口
　
和
良

広
報
広
聴
委
員
　

1日（月）
2日（火）

 
3日（水）

 
10日（水）
15日（月）
18日（木）
21日（日）
23日（火）
25日（木）
28日（日）

1日（水）
13日（月）
14日（火）
16日（木）
 
21日（火）
 
22日（水）
23日（木）
24日（金）
30日（木）
 
31日（金）

2日（日）
7日（金）

 
14日（金）
17日（月）
18日（火）
20日（木）
21日（金）
24日（月）
26日（水）
 
27日（木）
28日（金）

「第100回全国市議会議長会定期総会」におい
て、市議会議員として長きにわたり地方自治の
発展と振興に貢献された功績により、特別表彰
を受賞されました。

全国市議会議長会表彰受賞

【表彰規定】 
25年以上市議会議員の
職にある者

永田　紘二 氏　

市が抱える課題などを議題として自由に

意見を交わす「議員間討議」を開き、3つの

項目について全議員で討議を行いました。

《もくじ 》
政務活動費報告
議会報告会のご案内
予算決算委員会
各委員会レポート
質疑・一般質問
賛否表・討論
主権者教育
議会の主な動き他
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